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信楽道路 2.9km長野バイパス（滋賀県施工）6.8km
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信楽道路
（県施工）0.5km

2/4車線開通
（H16.6.11）2工区 1.4km 1工区 1.5km事業中

平成20年2月23日
2車線開通済 0.08km

一般国道307号は、滋賀県彦根市を起点とし、滋賀県甲賀地域を経て大阪府枚方市に至る延長約110kmの幹

線道路であり、沿線市町間を連携する重要な路線である。

信楽道路は、一般国道307号の交通混雑の緩和、交通安全の確保等を図るとともに、新名神高速道路へのア

クセス強化により、地域の活性化を支援することを目的とした延長2.9kmの道路である。

広域図

一般国道307号 信楽道路

ひ こ ね

位置図

ひ ら か た

し が ら き

一　般　国　道

信　楽　道　路

高規格幹線道路

【　凡　　例　】

Ｎ

こ う か

平成27年10月23日撮影

写真①：通学路の状況

：事業中

：国道

：開通済（2車線）

：主要地方道・県道

：市街地

：高速道路
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平成27年10月23日撮影

写真②：混雑状況



信楽道路
2.9ｋｍ

標準横断図 １工区
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位置図

事業の概要、進捗状況

■新名神高速道路へのアクセス強化
■交通混雑の緩和 ■交通安全の確保

事業の目的

区 間

こ う か しがらきちょうきのせ

（起）滋賀県甲賀市信楽町黄瀬
こ う か しがらきちょうちょくし

（終）滋賀県甲賀市信楽町勅旨

道路延長 2.9km

構造規格 第３種第２級

設計速度 60ｋｍ／ｈ

車 線 数 ４車線

標準幅員 (1工区)25.5ｍ (2工区)20.75m

計画交通量 16,400台／日

全体事業費 80億円

事 業 化 (1工区)平成12年度 (2工区)平成16年度

都市計画決定 －

用地着手 平成17年度

工事着手 平成19年度

開通延長 1工区 80m（２車線）

事業進捗率 約20％（平成27年3月末現在）

用地取得率 約23％ （面積ベース、同上）

２工区

平成20年3月16日撮影

２工区 1.4km １工区 1.5km

信楽道路 2.9km
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平成20年2月23日
2車線開通済 0.08km

一般国道307号 信楽道路

【単位：ｍ】
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一般国道307号 信楽道路

再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H24年10月）から
大きな変化なし

■交通量に大きな変化がなく、交通
容量を超過。
■歩道がない又は狭い区間が約8
割あり、通学路等の安全確保の必
要性に変化はない。

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H24年10月）から
大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化がな
いため算出を省略

前回
全体 Ｂ／Ｃ １．６
残事業Ｂ／Ｃ ２．１

４）地域における計画等
前回再評価時点（H24年10月）から
大きな変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費） 約20 ％
用地取得率（面積） 約23 ％

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など引き続き
検討
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一般国道307号 信楽道路

１）事業の進捗状況
平成２７年度事業内容
・現在、1工区において用地買収･調査設計、2工区において関係機関協議等を推進しています。
進捗状況
・平成２７年３月末での進捗は、事業進捗率約20％（事業費ベース）用地進捗率23％（面積ベース）です。

・信楽ＩＣ～紫香楽宮跡駅付近は、用地取得および保安林解除が完了し、早期に開通させるため、工事着手に向けて準備中です。

事業進捗上の課題
・大きな課題はありません。

２）今後の事業スケジュール等
・引き続き事業を推進し、早期の開通を目指します。

区間 2工区(1.4km) 1工区(1.5km)

用地 用地進捗率約23% 100%

工事 関係機関協議・地元協議推進中 用地買収・調査設計推進中
80m

開通（2車線）

平成20年2月23日
2車線開通済 0.08km
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一般国道３０７号信楽道路については、対応方針（原案）で【事業継続】とされている
とおり、事業効果の早期発現に向けてさらなる整備促進をお願いしたい。

地元も交通混雑、交通事故等の課題解消のため、当該事業の早期完成を強く望ん
でおり、一層の事業推進にあたって必要な予算の確保に取り組んでいただきたい。

なお、滋賀県としても事業促進に最大限の努力をしてまいります。

■滋賀県知事 平成２７年１１月１９日 滋道 第620号
近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の作成に係る意見照会
について（回答）
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一般国道307号 信楽道路



一般国道307号 信楽道路
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一般国道307号信楽道路は、事業の必要性等に関す
る視点に変更はなく、事業の進捗の見込みの視点か
ら継続が妥当と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すこと

が適切である。

事 業 継 続
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